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生徒指導 

 

いじめの未然防止につながる課題予防的生徒指導の取組 
― 自己有用感を育む“絆づくり”のための場づくりを通して ― 

                                      

竹原市立竹原西小学校 髙橋 愛子   

                                      

研究の要約 

本研究は、小学校におけるいじめの未然防止につながる課題予防的生徒指導の取組について追究し、実

践したものである。文献研究から、いじめの要因・背景を明らかにした結果、いじめの未然防止のために

は全ての児童を対象に、児童が自己有用感を感じることができる“絆づくり”を促進する取組が有効であ

ると考えた。そのため、学級活動で学習したＳＥＬ－８Ｓのスキルを各教科等で発揮させる“絆づくり”

のための場や機会を設定した、いじめの未然防止プログラム「Ｅじゃんプログラム」を開発、実施した。

その結果、ｔ検定に有意な差は見られなかったが、児童の自己有用感は全体的に高まりが見られた。また、

児童が無視やいじわるなど、拒否的・否定的な友だち関係を感じている非侵害的関係が減少し、生活満足

感が高い児童が増加した。このことから、 “絆づくり”のための場づくりを「Ｅじゃんプログラム」とし

て実施し、“絆づくり”のための場づくりを行うことは、自己有用感を育む一助となることが示唆された。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 生徒指導提要（令和４年12月）（以下、「提要」と

する。）では、いじめの積極的な認知と併せていじめ

の解消に向けた取組が進む一方で、深刻な事態の発

生は後を絶たない状況下であり、事案発生後の困難

課題対応的生徒指導から、全ての児童生徒を対象と

する発達支持的生徒指導及び課題予防的生徒指導

への転換、いじめを生まない環境づくりと児童生徒

がいじめをしない態度や能力を身に付けるような

働きかけを行うことが求められている。 

 国立教育政策研究所生徒指導リーフLeaf.9「いじ

めの未然防止Ⅱ」（平成24年９月）では、「授業や行

事の中で全ての児童生徒が活躍できる場面をつく

りだし（“絆づくり”のための場づくり）、彼らの「自

己有用感」が高まれば、いじめには向かわない。」1)

と示している。所属校の学校評価アンケートで「あ

なたにはよいところがあると思いますか。」の質問

に対して、肯定的な回答をした児童の割合は、全校

で83％、第５学年は64.5％と他学年よりも低かっ

た。自分のよいところが自覚できていないというこ

とは、自己有用感が低いことが推測される。同学年

の昨年度のいじめアンケートでは、からかいや悪口

が16％、名前を変えて呼ばれた、睨まれる等の悩み

を訴える記述が15％あった。このような実態から、

自分と他者との関係を肯定的に受け止められてい

ないことが考えられる。このような実態がいじめに

つながりかねないため、いじめの未然防止につなが

る課題予防的生徒指導の取組の必要性を感じた。そ

こで、本研究では第５学年を対象とし、自己有用感

を育むための“絆づくり”のための場づくりを通し

ていじめに向かわない態度を養うことを目的とし、

本研究題目を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ いじめの未然防止につながる課題予防的生徒

指導の取組 

「提要」では、課題予防的生徒指導は、課題未然

防止教育と課題早期発見対応から構成されており、

「課題未然防止教育は、全ての児童生徒を対象に、

生徒指導の諸課題の未然防止をねらいとした、意図

的・組織的・系統的な教育プログラムの実施」2)であ

ると示している。また、国立教育政策研究所生徒指

導リーフ増刊号Leaves.3「いじめのない学校づくり

３」（令和３年７月）（以下、「リーブス３」とする。）

では、いじめ防止対策推進法によってすべての学校

が「基本方針」の策定と「対策組織」の設置を完了

している一方で、これらの方針や組織がうまく働い

ていない学校も少なからず存在しているのではな

いか、という印象を拭い去ることができないと指摘

している。 

「提要」では、「全ての児童生徒が「いじめをしな
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い」態度や力を身に付けるような働きかけを、生徒

指導はもとより、各教科での学習、道徳科や特別活

動、体験学習などを通じて継続的に行うことが大切

です。」3）と示されている。また、「リーブス３」で

は、いじめの未然防止に有効な取組として、全ての

児童生徒が認められている・満たされているとの思

い（自己有用感）を獲得できる取組と示している。 

これらのことから、児童がいじめに向かわない態

度や力を身に付けるための働きかけとして、自己有

用感を育む“絆づくり”を進めるための場や機会を

各教科等に設定し、継続的に行う意図的・組織的・

系統的なプログラムをいじめの未然防止につなが

る課題予防的生徒指導と考える。 

   

２ 自己有用感を育む“絆づくり”のための場づく

りとは 

(1) 自己有用感とは  

国立教育政策研究所生徒指導リーフLeaf.18「「自

尊感情」？それとも、「自己有用感」？」（平成27

年３月）では、「「自己有用感」は、自分と他者（集

団や社会）との関係を自他共に肯定的に受け入れら

れることで生まれる、自己に対する肯定的な評価」
4)と示されている。また、栃木県総合教育センター

「高めよう！自己有用感」（平成25年３月）（以下、

「栃木教育」とする。）において、櫻井茂男は「自

己有用感は、社会的な関係のなかで（社会的領域に

おいて）自己の価値を認めることである」5)と述べて

いる。また、「栃木教育」では「「自己有用感」の

「有用」とは、他者や集団から見て「役に立つ」「役

に立たない」などというように、機能的な「有用度」

を表すものではなく、本人が他者や集団との関わり

の中で自分自身の価値についてどう感じているか

という実感を示す感覚」6)と示されている。 

 これらのことから、本研究では自己有用感を、児

童同士の関わりの中で、他者から認められているこ

とを実感し、自身のことを肯定的に受け止める感覚

とする。 

(2) “絆づくり”とは 

国立教育政策研究所「いじめに備える基礎知識」

（平成27年７月）では、「「自己有用感」がベース

となり、互いを認め合う中から生まれる“絆”とい

う感覚。そうした感覚によってつながった人間関係

を、児童生徒自らが更に紡いでいく“絆づくり”。

授業や行事の場面がそうした“絆づくり”の場とな

るようにすることが大切」7)と示されている。また、

吉田順（2015）はいじめの起こりにくい学級づくり

の手立てとして、具体的な集団活動の中（学級活動

や委員会活動、行事などの分野）で「認め合う」場

をつくることと述べている。 

 本研究では、“絆づくり”とは児童同士の対話や

協働的な活動を通して、児童がお互いに認め合うこ

とで自己有用感を育み、そうした感覚によってつな

がった人間関係や心のつながりを、児童自らが更に

紡いでいくことと捉える。 

(3) 自己有用感を育むための“絆づくり”のための

場づくりとは 

先に述べた「自己有用感」も「絆」も児童が自ら

感じ取るものであり、教師が直接与えることができ

るものではない。国立教育政策研究所生徒指導リー

フLeaf.2「「絆づくり」と「居場所づくり」」（平

成24年２月）では、児童生徒の間に「絆」が芽生え

たり「社会性」が育まれたりする「絆づくり」が進

むには、「主体的な学びを進め、共同の活動を通し

て」が不可欠であり、ここでの教師の役割は、児童

生徒に代わって「絆づくり」を進めてあげることで

はなく、児童生徒主体の「絆づくり」ができるよう

な「場」や「機会」を準備するというもの(1)と示さ

れている。また、国立教育政策研究所生徒指導リー

フ増刊号Leaves.1「いじめのない学校づくり」（平

成25年11月）では、「全員の子供の「絆づくり」を

促すためには、それなりの教師の働きかけが不可欠

ですし、組織的・計画的な働きかけが必要です。」
8)と示されている。 

小泉令三（2011）は「理想は子どもたち自身にま

ずいじめを起こさず，そしていじめの被害者になら

ず，さらにいじめを見たらその抑止力となれるよう

な力を身につけさせることであろう。こうした力，

すなわち社会的能力があれば予防は非常に進み，悲

惨ないじめ事件は根絶できると言ってもよいだろ

う。」9)と述べている。 

 以上のことから、自己有用感を育むための“絆づ

くり”のための場づくりとは、授業や行事の中で主

体的・協働的な学びを通して児童が社会的能力を身

に付け、絆を育むことができるように教師が働きか

けたり、場や機会を設定したりすることと捉える。 

 

３ いじめの未然防止プログラム 

(1) 実態把握とその方法 

 戸田有一（2014）は、いじめは、人によっていじ

めの定義が違い、けんかとの区別がつきにくく、多

くのいじめは小さく始まるため、当事者である子供

たちにとってはわかりにくい(2)と述べている。所属
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校においても、児童が自分の置かれている状況を自

覚していない場合や自覚していても感情を表出で

きない場合が考えられる。自己有用感を育む“絆づ

くり”のための場づくりにおいて児童生徒理解に基

づいた働きかけを行うためには、実態把握が必要で

ある。 

学校適応感尺度アセス（ASSESS:Adaptation Scale 

for School Environments on Six Spheres）（以下、

「アセス」とする。）とは、生活満足感、教師サポ

ート、友人サポート、向社会的スキル、非侵害的関

係、学習的適応の６因子から学校適応感を捉えるこ

とのできるアセスメントツールである。栗原慎二

（2010）は「アセス」の特徴として、本人の主観的

な適応感、とりわけＳＯＳのサインを出している子

のピックアップに敏感であることと、子供の適応感

の全体を、包括的かつ多面的に判断できる尺度を目

指したことであると述べている。このツールを活用

することで、所属校の児童の実態を詳細に把握する

ことができる。また、担任や教科担任と実態を共通

認識し、学級全体、あるいは個々の児童への支援の

手掛かりを得ることができるため、「アセス」を利

用した実態把握を行う。 

 (2) 「アセス」による実態分析 

所属校で６月14日に第５学年に実施した「アセ

ス」の結果を図１に示す。図１から、対人支援が必

要な児童が３名いることが分かった。 

また、「非侵害的関係」の割合を図２に示す。無視

やいじわるなど、拒否的・否定的な友だち関係を感

じている児童が14.7％いることも判明し、児童同士

が対話や協働的な活動を通して対人的適応を促進

していく必要があることが分かった。 

 

 

図１ 「アセス」学級分布表 

 
 

 

(3) 学級活動における社会的能力の育成 

小泉（2011）は、ＳＥＬ－８Ｓの「基礎的社会能 

力とは、対人関係において基礎となる社会的能力で 

あり、汎用的で日常の様々な生活場面で必要な能力 

である。応用的社会的能力とは、５つの基礎的社会 

的能力をもとにしたもので、より複合的で応用的な 

３つの能力である。」10)と述べている。ＳＥＬ－８Ｓ 

で育成を図る八つの社会的能力について表１に示

す。  

 
 

 

本研究では、自己有用感を育むこと、児童同士が

絆をつくることを目的としている。そのため、自分

の感情に気付き、自己の能力について現実的で根拠

のある評価をする力の「自己への気付き」、他者の感

情を理解し、多様な人がいることを認め、良好な関

係をもつことができる力の「他者への気付き」、周囲

の人との関係において情動を効果的に処理し、良好

で協力的な関係をつくり、それを維持・発展させる

力の「対人関係」の三つの基礎的社会的能力に焦点

を当て、プログラムで実施するＳＥＬ－８Ｓを抜粋

し実践する。本研究で取り組むＳＥＬ－８Ｓと学習

目標、育成を図る社会的能力のスキルについて、表

２に示す。 

 

表２ 学習目標と社会的能力のスキル 

題材名 学習目標と身に付けるスキル 

いろんな気もち 
コミュニケーションのために、多くの感情
の語彙を知り、その感情をもつときの表情・

しぐさ・状況などを理解する。 

自分はどんな 
気もち？ 

自分の感情を正しく理解し、ネガティブな
感情が喚起された場合も適切に感情表現す

る方法を選択する。 

しっかり聞こう 
（ウメのカサ） 

相手の話の内容を理解するための「正しい

聞き方」を知り、身に付ける。 
【う】うなずく【め】目を見る  

基礎的社会的能力 

自己への気付き 
他者への気付き 
自己のコントロール 
対人関係 
責任ある意思決定 

応用的社会的能力 
生活上の問題防止のスキル 
人生の重要事態に対処する能力 
積極的・貢献的な奉仕活動 

図２ 非侵害的関係の割合 

 

表１ ＳＥＬ－８Ｓで育成を図る八つの社会的能力(3) 

0 
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【か】体を向ける 【さ】最後まで聞く 

相手はどんな 
気もち？ 
（シカのコマ） 

相手の気持ちを理解することの重要性に気

付き、「相手の気持ちを知るヒント」を使っ
て相手の気持ちを理解しようとする。 
【し】しぐさ 【か】かおの表情 

【こ】声の大きさ 【ま】周りの様子 

じょうずだね 

（ハチのあき） 

相手をほめたり認めたりすることの大切さ

に気付き、「ほめ方のポイント」を使って相
手をほめたり認めたりしようとする。 
【は】はっきり言う【ち】近づく 

【あ】相手を見る  
【き】（相手の）気持ちに合わせる 
ほめほめ式 

名前＋どんなところが＋ほめ言葉＝☺  

みんなで力を 
合わせて 

（ヒジのな） 

物事にはさまざまな意見ややり方があるこ
とに気付き、意見が違っても怒ったり途中

で投げ出したりせず、「話し合いのルール」
を守って互いに協力していこうとする。 
【ひ】批判しない【じ】自由な発言ＯＫ 

【な】（みんなが）納得するまで話し合う 

 

(4) いじめの未然防止プログラム「Ｅじゃんプログ

ラム」 

小泉（2011）は「学校で実際にＳＥＬ－８Ｓ学習

プログラムを実践しようとすると、教育課程への位

置づけが重要なポイントになる。」11)「実際の教育

実践上の区分として領域①、領域②、領域③の三つ

を設定する。」11)と述べている。教育実践上の区分

を表３に示す。 

 
表３ ＳＥＬ－８Ｓの教育実践上の区分（小泉、2011）(4) 

 

先に述べたＳＥＬ－８Ｓは、領域①として学習の

ねらいがＳＥＬ－８Ｓと一致する特別活動で実施

する。“絆づくり”のための場づくりとしては、領

域②となる。小泉（2011）は「領域②では学習指導

案の「指導上の留意点」や「備考」の欄でＳＥＬ－

８Ｓ学習プログラムに言及されることとなる。」11)

と述べている。“絆づくり”のための場づくりとし

て、ＳＥＬ－８Ｓで学習したスキルをどのような働

きかけで汎化するのかを、各教科等における指導上

の留意点に明記した計画を「Ｅじゃんプログラム」
(5)とし、「いじめの未然防止プログラム」として意

図的・組織的・系統的な教育プログラムとして実施

する。（「Ｅじゃんプログラム」は別添を参照。）

ＳＥＬ－８Ｓのスキルを継続的に汎化させること

で、領域③の学校生活の日常において、児童が自発

的にスキルを実践できるようにしていく。 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

「Ｅじゃんプログラム」を実施し、“絆づくり”

のための場づくりを行うことで、自己有用感を育む

ことができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について、表４に示す。 

 

表４ 検証の視点と方法 

検証の視点 方法 

「Ｅじゃんプ
ログラム」を実
施し、“絆づく

り”のための場
づくりを行う
ことによって

自己有用感を
育むことがで
きたか。 

児童対象（第５学年） 
・自己有用感尺度アンケート 
・ＳＥＬ－８Ｓのアンケート（八つの社会的能

力のうち五つの基礎的社会的能力について） 
・学校適応感尺度アセス 
・ワークシートの記述 

・行動観察 
教師対象（３人） 
・アンケート 

 

 Ⅳ 研究授業 

 

１ 「Ｅじゃんプログラム」の実施 

(1) 研究授業の内容 

○ 期間 令和５年６月20日～令和５年７月28日 

○ 対象 所属校第５学年（32人） 

特別支援学級（２人） 

「Ｅじゃんプログラム」で実施した授業につい

て、表５に示す。 

 

表５ 研究授業の目標・ねらい 

日時 
教科 

(題材名、主題名、 
単元名) 

目標・ねらい 

６月
21日 

学級活動 
（いろんな気もち） 
(２)イよりよい人間関
係の形成 

感情によって体の様子や表
情が異なることに気付き、そ
の感情をもつときの状況 
を説明できるようにする。 

６月
21日 

学級活動 
（自分はどんな気も
ち？） 
(２)イよりよい人間関
係の形成 

自分の感情表現の中で、不適
切な表現方法の有無に気付
き、適切な表現方法を考える
ことができるようにする。 

６月
25日 

道徳科 
B(11)相互理解、寛容 
（けんきょな心で） 

２人の登場人物の行動や思
いを考えることを通して、相
手の過ちなどに対しても自
分にも同様のことがあるこ
とに気付き、謙虚な心で受け
止め、適切に対処しようとす
る道徳的実践意欲と態度を
養う。 

６月
27日 

学級活動 
（相手はどんな気も
ち？） 

言葉の意味からではなく、そ
の裏に隠された相手の気持
ちを正しく理解できるよう

領域① 
学習のねらいがＳＥＬ－８Ｓの学習プログラ
ムと一致する学習領域。 

領域② 
ＳＥＬ－８Ｓ学習プログラムが学習の土台と
なっている学習領域。 

領域③ 
ＳＥＬ－８Ｓ学習プログラムが実践される生
活場面。 
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(２)イよりよい人間関
係の形成 

にする。 

６月
29日 

学級活動 
（じょうずだね） 
(２)イよりよい人間関
係の形成 

他者との間でお互いを認め
合うことの大切さに気付き、
相手をほめたり認めたりし
ようとすることができるよ
うにする。 

７月
６日 

道徳科 
B(11)相互理解、寛容 
（仲間を信じて） 

主人公が、石井さんの意見を
受け入れた行為について考
えることを通して、他者の立
場や考えの違いに気付き、広
い心で自分と異なる意見を
尊重しようとする道徳的実
践意欲や態度を養う。 

７月
10日 

総合的な学習の時間 
（ハチの干潟） 

実際に干潟に行って体験し
たことを、５年生以外の児童
にもわかるようにまとめる。 

７月
11日 

道徳科 
C(12)規則の尊重 
（セルフジャッジ） 

きまりが何のためにあるの
かを考えることを通して、進
んでそれを守ったり自他の
権利を大切にしたりしよう
とする道徳的実践意欲や態
度を養う。 

７月
13日 

道徳科 
A(4)個性の伸長 
（自分らしさを発揮
して） 

他者からの評価を知り、自分
を見つめなおすことを通し
て、自分の長所と短所に気付
き、長所を維持したり短所を
補っていったりしようとす
る道徳的実践意欲や態度を
養う。 

７月
14日 

学級活動 
（みんなで力を合わ
せて） 
(２)イよりよい人間関
係の形成 

多様な意見や考え方をもった
人と関わる場面で、意見が違っ
てもすぐ相手を排除したりあ
きらめたりせず、お互いを尊重
して協力しようとすることが
できるようにする。 

７月
14日 

道徳科 
C(13)公正、公平、社
会正義 
（不正に立ち向かう
強さ） 

いじめを生まないためには
どうすればよいか話し合う
ことを通して、不正な行為は
ゆるさないという公正、公平
な態度や実践意欲を養う。 

７月
18日 

算数科 
（合同な図形） 

合同な三角形をかくために必要
な情報について考える。 

７月
18日 

学級活動 
野外活動について 
(２)イよりよい人間関
係の形成 

野外活動の役割を、班で話し合
って決める。   

７月
18日 

音楽科 
（いろいろな音色を
感じ取ろう） 

反復、呼びかけとこたえ、変
化について知り、音楽の仕組
みを生かしてリズムアンサ
ンブルをつくる。 

 

(2) 研究授業の実際 

ア 特別活動 

(ｱ) 学習の展開 

 単元名を「Ｅじゃんプログラム」とし、ＳＥＬ－

８Ｓの学習を全５時間行った。人にはそれぞれ違う

感じ方や感情があることを学習し、相手の気持ちを

考えるときは、表情だけでなく周りの様子を見て相

手の立場に立って考えることを学習した。さらに、

相手の気持ちを考えるスキルを使って、お互いを認

め合う活動や班での話合い活動を行った。 

(ｲ) 社会的能力との関連 

 第２時「自分はどんな気持ち？」で学習した自分

の気持ちを表現するワークシートを活用して、毎時

間振り返りをさせた。 

(ｳ) 児童の様子 

始めはあまり意見を言うことができなかったが、

ゲーム性のある活動では意欲的に取り組み、スキル

を使って他者と関わる良さを感じたり、日常に生か

そうとしたりする発言が見られた。第２時から第５

時までの児童の振り返りの一部を図３に示す。 

 

 
図３ 児童の振り返りの記述（一部） 

 

イ 道徳科 

(ｱ) 学習の展開 

 道徳科では「よりよい人間関係を築くために」とい

うテーマでいじめの未然防止につながる価値項目と

題材でユニットを組み、計５時間の授業を行った。最

後の授業では、いじめの構造について共通認識し、い

じめを生まないためにはどうすればよいかを考えさ

せた。 

(ｲ) 社会的能力との関連 

 ＳＥＬ－８Ｓと関連を図りながら道徳科の授業

を進めていった。ＳＥＬ－８Ｓとの関連は、別添の

「Ｅじゃんプログラム」を参照にされたい。 

(ｳ) 児童の様子 

 よりよい人間関係を築くためにどうすればよい

かそれぞれの道徳的価値を問い、話し合わせた。始

めは、児童同士が関わり合うことに消極的な意見が

多く、相手の気持ちを考えず自分の思いを通そうと

する意見の児童も数名いた。しかし、授業を重ねる

ごとにお互いを理解するために話し合おうとする

記述が増えた。いじめを生まないためにどうすれば

よいかについて、児童の記述（一部）を図４に示す。 
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図４ ワークシートの記述（一部） 

 

ウ 総合的な学習の時間 

(ｱ) 学習の展開 

 ハチの干潟に行って体験したことを、写真を基

に振り返り、干潟に行ったことのない１～４年生

でも干潟のことが分かるように、相手意識をもっ

てまとめた。 

(ｲ) 社会的能力との関連 

 読み手の立場や気持ちを考えて、生き物について

の知識や様子を具体的に説明させた。また、早く自

分の課題が終わった児童はまだ終わっていない児

童に、干潟での体験を想起させる助言や読み手が分

かりやすい文章かアドバイスを行うなど、対話をさ

せた。 

(ｳ) 児童の様子 

 共に経験したことについて対話をすることでお

互いに共感し、普段書くことに困難さを抱えている

児童も場面を想起しやすく、円滑に学習を進めるこ

とができた。また、相手の立場に立って考えること

でより具体的な説明を書くことができた。 

エ 算数科 

(ｱ) 学習の展開 

 合同な三角形の作図の仕方を班で話し合い、互い

に教え合って作図をさせた。 

(ｲ) 社会的能力との関連 

 ＳＥＬ－８Ｓで学習した話合いのルール（【ひ】 

批判しない【じ】自由な発言ＯＫ【な】納得する 

まで）を守って話し合う。 

(ｳ) 児童の様子 

話合いのルールとして、意見が違っても怒ったり

投げ出したりせず、理由や代案を述べる表現を明確

にすることで、意見を言いやすい雰囲気が醸成さ

れ、活発に意見を出し合うことができていた。また、

それぞれの選んだ書き方を見せ合ったり教え合っ

たりすることで、理解を深めることができていた。 

オ 音楽科 

(ｱ) 学習の展開 

 ３人で作るリズムアンサンブルについて、打楽器

やリズムの組み合わせの工夫を話し合わせた。 

(ｲ) 社会的能力との関連 

 打楽器を選んだりリズムの組み合わせを考えた

りするときに、ＳＥＬ－８Ｓで学習した話合いのル

ールを守って話し合う。 

 発表を聞いて、ＳＥＬ－８Ｓで学習した「ほめほ

め式」（名前＋どんなところが＋ほめ言葉＝☺ ）を

使って発表した班の良いところを認める。 

(ｳ) 児童の様子 

 楽器を選ぶ際に同じ意見になったとき、今までは

じゃんけんなどで決めていたが、話合いや譲り合い

で決めていた。また、楽器の素材リズムについても、

グループ全員の意思を確認する様子が見られた。 

  

Ⅴ 研究の結果と考察 

 

１ 児童の自己有用感の変容 

自己有用感尺度アンケート（４段階10目）でｔ検

定を行った結果を表６に示す。（アンケート項目に

ついては、別紙参照。）10項目中９項目でわずかなが

ら数値の上昇は見られたが、ｔ検定の結果有意な上

昇が認められた項目は、10項目中２項目であった。 

自己有用感尺度アンケートの結果を、図５に示

す。児童の得点ごとの分布は０～20の児童が減少

し、21以上の児童が22名に増加した。特に、１回目

のアンケートで最も数値の低かった児童は、10から

26に上昇した。これらの数値の変容から、自己有用

感を感受できた児童が増加したと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 自己有用感尺度アンケート（ｔ検定） 
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図５ 自己有用感尺度アンケート（人数分布） 

 

２ 学校適応感「アセス」についての分析と考察 

 「アセス」の１回目（各上段）と２回目（各下段）

の適応次元ごとの結果を図６に示す。 

友人サポートや、向社会的スキルの否定的回答が

増加している。これは、「Ｅじゃんプログラム」の実

施を通して対人関係に目を向けた時、どのような関

わりがよい人間関係なのかということや、児童が自

身の感情を認知し始めているためだと考えられる。

しかし、非侵害的関係についての要支援群は減少し

ており、それに伴って生活満足感の肯定的回答が増

加したものと考えられる。 

 

 
図６ 「アセス」の適応次元ごとの結果 

 

３ 要対人支援児童の変容 

プログラム実施前の「アセス」で、要対人支援領

域にいた児童の「アセス」、ＳＥＬ－８Ｓ、自己有用

感尺度の結果を、それぞれ図７、図８、図９に示す。 

Ａ児は、基礎的社会的能力が全体的に向上し、自己

有用感にも高まりが見られた。また、「アセス」の非

侵害的関係が良好になっている。これは、ＳＥＬ－

８Ｓの基礎的社会的能の向上を自覚することで対

人関係において自信がもてるようになり、対人的適

応が促進されたものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０～10       11～20     21～30    31～40 

図７ Ａ児のアンケート結果 

図９ Ｃ児のアンケート結果 

図８ Ｂ児のアンケート結果 
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 Ｂ児においては、自己有用感と「アセス」の対人

的適応も高まった。ＳＥＬ－８Ｓの学習で自分自身

や他者との関わりを深く考える中で自他を認知す

ることの大切さに気付き、他者と積極的に関わろう

とする姿が見られた。Ｃ児においては、ＳＥＬ－８

Ｓの対人関係と自己有用感が高まった。積極的に他

者と関わろうとするがゆえにうまくいかないこと

もあったが、自分なりに自他への気付きの視点をも

って関わっていると自覚することが、自己有用感の

向上につながったと考えられる。ｔ検定に有意差は

見られなかったが、要支援群の児童に自己有用感の

高まりが見られた。これらのことから、自己有用感

を育むための“絆づくり”のための場づくりをする

ことで、児童の対人的適応を促進することができる

と考えられる。 

４ 野外活動における児童の様子 

 プログラム実施前は、教師だけでなく外部の講師

の話の途中に質問をしたり、私語をしたりする児童

がいたが、今回の野外活動では「うめのかさ」を意

識して話を聞くことができている場面が多く見ら

れた。振り返りでは、自己への気付きを促すワーク

シートを用意した。振り返りの一部を図10に示す。 

 多くの児童がＳＥＬ－８Ｓで学んだスキルを使

って協力する良さを感じていた。また、もっと友だ

ちと話してみたいと対話に意欲をもっていた。 

 

 
図10 Ｊ児の振り返りシート（一部） 

 

Ⅶ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

「Ｅじゃんプログラム」を実施し、“絆づくり”

のための場づくりを行うことは、自己有用感を育む

一助となることが示唆された。  

２ 研究の課題 

自己有用感の高まりは見られたが、社会的能力に

ついてはほとんど変化がなかった。社会的能力の向

上を目指し、継続して“絆づくり”のための場づく

りに取り組めば、自己有用感も更に高まるであろ

う。“絆づくり”のための場づくりを意図的に教育課

程に位置付け、日常生活で汎化させることができる

よう、校内体制を整え、組織的に取り組んでいく。 

 

【注】 

(1)  国立教育政策研究所（平成24年２月）：生徒指導リーフ

Leaf.2『「絆づくり」と「居場所づくり」』 

(2) 戸田有一（2014）：「集団現象としてのいじめの効果的

な予防とケアを」子安増生・仲真紀子編著『こころが育つ

環境をつくる』株式会社新曜社p.95に詳しい。 

(3) 詳しくは、小泉令三(2011）：『社会性と情動の学習（Ｓ

ＥＬ－８Ｓ）の導入と実践』ミネルヴァ書房pp.19-20を参

照されたい。 

(4) 小泉令三(2011）：前掲書pp.44-46に詳しい。 

(5) 「Ｅじゃんプログラム」は「いいじゃん」と児童同士が

認め合う言葉であることと、「Enjoy」のEを組み合わせ、

自己有用感を育む“絆づくり”を児童が親しみやすく、な

おかつ“絆づくり”の言葉にとらわれないようにするこ

とを意図して、筆者が命名した。 
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